別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名:ぎふ清流ブランド豚肉生産パイロット事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養鶏養豚担当　電話番号：058-272-1111（内2875）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：975千円（前年度予算額：975千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　岐阜県畜産研究所では、県産豚肉の高品質化（肉汁流出の低減）並びに差別化（霜降り豚肉）を図るため、「肉質を改善する飼料」並びに「霜降りに関連する染色体領域を固定したデュロック種」の開発を行った。
　そこで、この技術の再現性と実用性を確認するため、県内養豚農家の協力を得ながら、生産現場での技術の実証試験を行っている。
　この実証試験において、良好な結果が得られれば、この技術を県内養豚農家に広く普及し、良質な県産豚肉の生産・供給を進めていく。
	２　所要経費


１）実証試験のための農家への委託費　300千円
２）肉質分析（脂肪酸等）　　　　　　525千円
３）その他事務費　　　　　　　　　　150千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・　バイオ技術等を活用した花き新品種や種畜の開発、農産物の低コスト化、高品質化、機能性成分向上のための技術開発などを実施し、飛騨牛に続く高付加価値ブランド農産物を育成する
	２　これまでの取組状況


　平成21年度から、県内２戸の養豚農家の協力を得て実証試験を開始した。
　平成21年度の試験結果では、“肉汁流出の低減”や“霜降り度合い”について、一般の豚肉より優位な成績を得ることができましたが、試験飼料の影響により“出荷日齢が遅くなる”ことが判った。

このため、平成22年度は、飼料設計を変更し、出荷日齢の遅延改善を目指している。

	３　これまでの取組に対する評価


「霜降りに関連する染色体領域を固定したデュロック種（名称：ボーノブラウン）」について、平成21年５月から人工授精用精液の譲渡を開始いたしましたが、県内養豚生産者からの需要が高く、供給が追いついていない。

このため、岐阜県養豚協会から「精液の安定的な供給体制の確立を図られたい。」と要望を受け、種豚並びに人工授精用精液の安定的な供給体制の確保を目指している。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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